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陳凱歌監督インタヴュー 於・箱崎ロイヤルパークホテル・ l階喫茶室
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聞き手 橋爪大三郎 通訳池小寧(映画カメラマン)

一一一際凱歌さん、今 日は本当に お忙しいところ、わざわざお時間をとっていただいて、感

謝しています。 r黄色い大地 J (84) r大閲兵 J (85) r子供たちの王様 J (87)はどれも面白

く拝見し、いちとお逢いしたいと思っていました。

私 l立、ほかの人びとと 一 緒に、日本ポピュラ ー音楽学会準備会というのをやっています。

私は中国のポァプスやロックに奥味をもって、いろいろ調べたりしています。今日 l立、音

楽と峡函の関係など、お伺いできればと思います。

陳 中国の音楽に興味がおありということなら、この6月に、 NYに住んでいる中国の
音楽家、望小松という人が来日することになっています。彼の作品は、とっても面白いで

すよ。彼は、貴州省の出身でしてね。貴州には、苗族(ミ‘ャオ族=少数民族の一つ)の人

びとが大勢います。だから、彼の音楽には、少数民族の音楽の特徴、南方の地方色があら

われていて、とても面白いのです。今度、彼のカセット・テーフaを貸してさしあげましょ

っ。
それは、どうもありがとうございます。

2年まえに 北京 Lこ行ったとき、 {西北風 L-引しもえん}というのが涜行っていました。とて

も、函白かった。中国の普からの音楽と、ロック (jgi乏州《ん)とが合わさって、独特のも

のになっている 。

存在 あれは、あんまりよくないと思うなあ。いまいちですよ。最初は実験的で、面白か

ったが、たちまちすっかり商業的なものになってしまった。

わかります、わかります。そういうのも、いっぱいある。

で、陳笥l歌さんの r黄色い大地 」 が、 1984年ですよね。あの映画が公開されたことも、

《西北風》みたいな動きの、ひとつの源泉になっているのではないか。ああ、こういう中

国独自の世界もあるのだ、とみんな気がついた…

陳 それは、き与と、影響があったでしょうね。

映画の最初のところで、 “{言天読書"という民款についての説明が字幕で入って、共

産党軍の兵士がこの民歌を採集にいくという、映画のスト ーリ ーになっている。実際そう

いうふうに、革命歌を黄土高原地域{険西省北部)の民歌刀、ら沢山作った"、ということ

のようですが、その後、しばらくそういう音楽は忘れられていた。でも、あの映函でもっ

て、台湾.でも香港でもない、中国大陸の音楽もいいじゃないか、とみんなが思うようにな

った。も ちろんそれは、映画がとってもよかったからなんですけれども・

M 注東方紅 J もそうである。

陳 それはその通りでしょう。しかし、時代につれて変化したということもあるのでは

なし、かな。

私は、もともとのものが、好きなのです。けれども、それをまったくそのまんま、現代

に持ってくるのは、困難だということもわかっていますから、少なくともある程度、発展

させることを考えないと。ただ、発展のさせ方と言っても、現在のところ、いろいろ問題

があるだろうねえ。

あれば、監督第一作目でしたね。 それで、貧河上流の隊北地方を舞台にして、音楽

y 

を題材にした映函を作った。 ‘'引戸 I~ わ pーム、、_.~ L ~_ ，。 、 白ふ ~ 川 、、

ひらめくらのというか、 ii!Jと'、う b のがあった

のでしょうか。どういう気持で作ったのでしょ

う。

陳 し、くつか原因があると思いますけど、第

ーにはね。あの地方の民歌がとっても有名だと

いうことです。第二の原因は、民歌がもともと

象徴性をもっているかるだ、と思う~ 1984年の
頃、中国の文化界にはひとつの風潮(勤き)が

あった。自分たちの文化の T艮'はいったいど
こにあるのだろうと(ロ尋根ロ)c そこで私は、そ

ちら(険西)に目が向いたわけですc

自分でもうまく言えないんだ.が…一¥ヨーロ

ッパやアメリカのロックは好きだけれど、東方

(アジア)の、中国のいまの改造されたやつは

いただけないなあ。中国のロ yクでいいのは、

一人だけだよ。呈{建てメ‘じえん"はL、い。

陳

由東芝 EMI から、この~~こも 「ー無所宥」

という 7 Iレパムが発売される予定だった

が、売れそうにないということで、目下

見合わせているときく。

私も、を憶は大好きです。

とてもいし九

ええ、 i皮の作品はみんな持っています。

陳 望小松は、 6月日本に来る予定だから、
連絡をして、一緒に逢える機会を作りましょう。

陳凱欧(チzン・力イコー 1952年北京生

まれ.父E買b映函監tまだったが、初等由学的

ときに文化大革命が起こ i人 '68年.16怠で

立高省のコム毘に下政する.'78年、北京電

"学院監督科に入学.・84年に r黄土地J(P.!

Ill'黄色い大地J)でデビューし世界的映画人

の注目を集める.その後 r大閲兵J(・85年，同

r大閲兵J)、ri王子三J(・87年.同 r子供たちの

王慌J)を藍管L.現在1:在N.Y..次作rLlFEON 

STRINGJ (同r命は王手町笠のようにJ.仮)1立今

夏?ランク ・インL来年公開される予定.

それはぜひ、お願いします。どちらにでも、ご案内します。

陳 今度私が撮る作品も、彼が音楽を担当するのですc

際主11歌さんの映画 l之、若い人びとJことても支持されている。音楽でも、をi迭とかい

ろいろ新しいものが出てきた。若い人びとは、いま中国をどういうふうに作っていったら

いいのか、自分がどういうふうに生きていったらいいのか、非常にわかりにくいんだろう

と思う。だから、中国は本来こういう姿をもっていたのだ。だけれど、ここをこういうふ

うに変えて進んでいこう。'そんな提案を、とっても求めている。そういうことが感じられ

る作品が、支持されていると思うんですけれど、どうでしょう?

陳 それは、とっても大きな問題ですね。答えにくい。実は私も、これをつねづね自問

してきたのです。

中国の文化の伝統や芸術の表現形式そどうやって守っていけばし、いのか、まだまだ研究

が足りません。中国には基本的に言って、二つの態度があります。ひとつは、中国の伝統

をそのまま守っていけばいいとする態度。たとえば、中国の京劇とか墨絵とかc けれども、

芸術のかたちは日常生活ともともと不可分のものでしょう。墨絵にしても、生活のなかか

らさまざまな表現をみつけてL、く。でも、毎日毎日仕事に出かけたり帰宅したり、人はぎ

ゅうぎゅうで、どっちを向いても現代のものばかり。これでは、墨絵の創造的活動なんで

できっこない。
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もうひとつの態度は、中国の伝統的なものは何もかもだめだ、西洋のものがいいのだ、

という考え方です。たとえば、油絵なんか、そうです。だけど、西洋では油絵を、もう一

千年も描いているわけです。中国人がどんなに努力しても、同じレヴェルになることなん

かできない。

ですから、若い芸術家たちの問題は、これからどうしたらいいのか、ということなので

す。これは、とてもむずかしい問題です。

一一一 ほんとにそうですけれども、でも、日本人である私が見て、とても感動を受ける作

品が多いというのは、なぜかというと、苦しんで出てきたものは、やっぱり本物だと恩う

んですね。日本人が作るものはいま、あんまりいいものがないので、中国の方が作るもの

にとても関心があります。

陳 それはその通りだと思う。それは多分、第一に、中国では、国家が多くの問題に突

き当たっているからだ。そこで中国人は、とても愛国的な民族だと言える。だから、中国

人の作品には、国家に対する配慮や関心がとても多くみられる。第二の原因は、中国社会

がまだそれほど商品化されていないことだ。

芸術に対して判断を下すことのできる規準には、 三つあるのではなし、かな。ひとつは、

観客ですc もうひとつは、お金、つまり経漬的な利益です。もうひとつは、時間。世界的

にみて、どれだけ時間がたっても、いい作品とみとめられるようなものは、非常に少ない

です。中国iこも、芸術家は多いし、才能のある人も多い。でも、沢山の観客に受け入れら

れれば満足、経済的に成功してお金が入れば満足、というのが大部分で、時間が経っても

残るという作品はわずかじゃないのかな。

一ーー そういうこともあるかもしれない。でも、 「子供たちの王様」の、小学校の先生な

んかを見ていると、そこが中国だとか、いつごろのことだとかいうのを忘れて、日本人に

とっても忘れられないような人聞のあり方、生き方みたいなものを教えてもらったような

気がする。

陳 どの民族にも共通するものを、人聞は持っているのでしょう。芸術の方面で言えば、

私はもう u老年"の域だと思うが、でも、自分の見つけたものに自信があるので、自分の

道を行こうと思います。

それはせ'ひ、そうお願いします。

少し話を戻すと、 1その一一一 古い中国のままでもだめ。新しい外のものを取り入れるだ

けでもだめ。その中間だと恩うんですね。それで 、陳凱歌さんの作品だと、古い中国を清

いている部分もある。中国人をとにかく揃いている。だけど、情き方がとても新しい。た

とえば、カメラがよかったり、筋が面 白かったり。新しい工夫がいっぱいある。古いとこ

ろと新しいところがうまくくっついていると思うんです。

査健さ〉しのもそうで、ロックとか、唱い方とかいうのは新しい。でも、古くからの中国

の音量三とか、感じ方みたいなものもうまく入れている。それがうまく、結びついている。

そして両方とも、この地方(~東北)と関係がある。そこがひとつ、面白いと思います。

陳 この地方は、もともと、黄河のまん中にあたるのです。実際、漢民族の文化の発祥

地だ、と言ってもいし九地理的にみると、この地方(中国西部)は比較的標高が高くて、中

国東部は比較的低い。そこで、中国の歴史は、ずっと、西に始まり東に波及していくとい

うパターンだったのですc 中国共産党だ‘ってそうです。延安から、東に進んでいった。

一一一 そうすると、この湯所は中国の、心のふるさと、と言っていいのですね。

陳 なるほど、そうかもしれない。でも、中国は地方地方の特色が強いから、みんなが

みんな、そう思うとは限らないけれどね。
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機会があれば、この地方(険北)に行ってみれば、わかるから、ぜひ行ってごらんなさ

い。特に、音楽に関する素材はものすごく豊かです。

豊かな社会iこ暮らしている人びとにとって、精神生活はとても重要だ、と私は思う。

『黄色い大地 J の なかにも、歌を O~ う人が出てきますが、あれば、その土地の人を

そのまま使って\唱ってもらったんですか。結l!~式のシーンとか。

陳 あれは全部、地方の人。あの地方の一般の民衆です。

張軍主IJ監督の r一人と八人」という映画がありましたが、あれも 84年でしたね。

陳 あれは、 「黄色い大地」より、半年前です。

でも、公開されないで、オクラ入りでしたね。

陳 匪賊と共産党を描いていました。匪賊が愛国心を持っている、とは認められないの

で、論争になって、公開できなくなってしまった。

一一ー でも 、 日本ではやっと最近公開されて 、私も緩ました。とても面 白かった。あれを

絞ると、 「紅いコーリャ ン」とも似ているし 、いろいろな映画に影響を与えたのではない

でしょうか。

陳 それは、 「一人と八人」のカメラが張芸謀で、あとで 「紅いコーリャン」の監督を

したからでしょう。 r一人と八人」を撮るときに、彼は非常に影響をうけたのではなし、か

な。 r一人と八人」と「紅いコーリャン」は、たいへん似ている映画だと思う c
張芸謀監督の新しい映画、 「菊豆Jは観ましたか?

まだ、観てません。

陳 まえの二つの作品と比べて、あなたがと、う感じるかと思って。

そうですね。楽しみにしています。

去年から、民主化運動っていうのがありましたね。あれも、若い人たちの運動だと思う

んですけれど、そういう運動と、ここ回、五年のいろいろな映画や音楽や、芸術の運動と、

どこかでつながっているように思うんですけれども。

民主化運動をやっているのは、二十代の若い人たちですよね。芸術のほうは、もっと年

上の、紅衛兵世代の人たちですけど。このふたつの年代の人たちの関係っていうのは、ど

うなっているのでしょう。

陳 ふたつの年代の人びとは、だいぶ違うと思う。

同時代の青年たちのあいだには、世界各国、経済発展の度合はいろいろに違っても、あ

る程度の共通性がある。中国の三十、四十代の紅衛兵世代の人びとは、ある程度、日本の

安保(全共闘?)世代の人びとと共通しています。いまの中国の若い人(二十代の人)は、

アメリカやヨーロッパの若い人びとと似ている部分がある。

若い人びとは、あまり深く問題を考えられていない。何と言うか・…一 実際に、経験が

ずいぶん違いますねえ。私たちは、困難な経験を重ねてきている。文革世代の人びとは、

かつて、いまの政府の制度をとても信じていたし、それに対する情熱も持っていた。その

あと、制度に問題があることがわかった。いろいろな事件があって、夢がなくなってしま

いました。自分の希望も自分のやりたいことも、みんななくなってしまった。こういう辛

い経験がある。だからわれわれの世代は、多くの問題を考えるし、深く考えます。しかし、

いまの二十歳かそこらの若い人たちは、そんなに多くを考えません。

大学生たちは、たいてい1968年、 1969年以降の生まれでしょう。彼らは過去十年あまり
の、ある程度安定した時代に成長してきた。彼らは、中国がもともと、自由な国でなけれ

ばならないみたいに思っているc けれども、文化大革命のなかでどんなことが記こったの

か、どんな経験があったのか、全然知らないのです。

1/. 



これは、日本でも似てl、るでしょうご旬、まの日本の若い人たちは、年配の人びとの経験

を全然聞き出せないはずですよる

文化大革命が終わって以来、中国には非常に大きな変化がありました。以前にくらべて、

開放と自由が進みました。だから、いまの運動が可能になった、と私!ま思います。二十年

前には、こんなこと全然考えられない。

一一一 この本(r私の紅衛兵時代一一一ある映画監督の青春」講談社現代新答、刈間文俊訳、

1990年 6月刊)を読んで 、やっぱりそういうことを非常に感じたんです。 日本の若い人な

んかも、やっぱりそうなんです。苦労を知らないということがある e だからぜひ、この本

を読んでもらいたいと思う。この本だけじゃなくて、われわれの世代とか、もっと上の世

代の人びとが、いろんなことを発言しなくちゃいけない。

芸術っていうのは、そのための、非常に大きな武55だと思います。実際に人びとに苦労

をかけることはできないから、その代わりに、芸術で解ってもらう。

陳 それに賛成です。芸術家は、自分の感じることを、みんなに向かつて表現する義務

がある。

中国の状況は、日本と比べて、ひとつょいところがあるかもしれない。中国の若者たち

は、本を読まなければならない。外の世界でどういうことが程こっているかを、とても知

りたいと思っているからです。中国では、制限のある環境のなかで、活動しなければなり

ません。この部分は、私たちの世代と、いまの若い世代に共通するところだと思う。苦し

みや辛い経験をなめている。苦しみがあるというのは、そんなに悪いことじゃない。まっ

たく苦しみがなくて順調すぎるのは、そんなにいいことじゃない。でも、全部が苦しみだ

ったら、それは文字どおりの苦しみになってしまう。ある程度、苦しみも必要、というこ

となのです。

一一一 そうです、そうです。苦しみを、そのまま苦しんでいては、それだけなんだけれど

も、それを、本にしてくれる。映画にしてくれる。そして、音楽にしてくれる。ほかの人

にわかるかたちにして伝えてくれると、それは、宝物になると思うんです。

陳 私もそう思う。この本を書くときも、もちろん全部が事実なのだけれども、それを

事実として書くだけではつまらなくなるから、いろいろ文学的な表現方法を考えてみまし

た。みんながそこから、なにかを感じられるように奮いたのですc

一一一 それは、とてもよく書けていると思います。翻訳だから、細かいところはちょっと

判主ないけれど、おそらく中国語もすばらしいんだと思います。そして、まるで映画を観

ているような、そんな感じがしました。

陳 これは職業柄で、仕方なし、かなあ。私はもともとが監督だから、書くとき、どうし

てもシナリオかなにかのようになってしまう。私は大学時代、練習で、セリフがなく、た

だ人の動作!こよって物語をつくる、なんていうことをやってみました3 こういうことをす

ると、読む人は興味をもってくれるから、ただ会話だけで進めるよりも、人を感動させる

力があるのです。

日本の作家、三島由紀夫は、読んで非常に映画を感じさせる作品を書いていますね。

三島の作品は、中国語!こも訳されているけれども、読んでいい作品、映画的な作品が多

い。中国語の翻訳を読んで、日本語の素晴らしさ、日本語の美しさを同時に感じた。

ー一一一 あ、そうでしたか。

この本が映画みたいだ、と言ったのは、必ずしもシナヲオとか台本;こ似ているという意

味よりも、筈いている際凱歌さんが、あたかもカメラになりかわ勺 fこのように、ものをし

っかり見ている。そして、それを思い出してありありと伝えている.そしてそこに、何て

よ

言うか、優しさとか苦しさとか、そういう人間の心も全部伝わっているっていう、そうい

う意味なんですね。それはおそらく 、 映画を作っていたから、文章ちそういうふうにうま

くなったんだろう、という気がするんです。

4革成もすばらしいし、文章もすばらしいし……。映画にも、 “文{本河っていうものがあ

ると思いますけど、あれだけ端正で、完成された映画の“文体"をお持ちの方だから、こ

れだけの作品が筈けて当然という気もします。

陳 そう言っていただけると、ほんとに嬉しし、。

一一一 今はまだ 4章までしか、翻訳ができていません。そこまで読んでの感担、ですけれど

も。第 4章では、いろいろな方が亡くなって、たくさんの人たちが不幸に襲われます。一

種人間の狂気とか、煩悩の深さとか、もうどうしようもないような話がたくさん詰まって

いるんです。最後の、お友達のお姉さんの Kさんていう方の、すさまじいセリフが忘れら

れません。で、とっても重くなるようなところで、章がパッと終わるんです。

陳 書けば書くほど、筆が乗って来て、自分がそのなかにのり移るような感じになって

いきました。私自身は、最後の第5章が好きです。北京を離れて、下放で雲南に行くので
す。あの時代のことだから、私にはいい思い出があります。

一一一 雲南の森が、みんなを救ってくれる一一一そういう章になるんでしょうかつ

救われるようなね、そんな第 5章が周意されてるんだなと思うと、なにか安心するし、

楽しみだし…・.

陳 自分でもこれは美しく書けたと思っています。時間の経過は、お酒を造るのに似て

いて、時間が長いほど、美しさが増してくる。あの頃からずいぶん時間がたったから、美

しいと感じるのですけれどね。第5章l立、それだけで独立の物語にできると思います。前
の4つの章を見ないで、これだけでも。

たぶん、皆さんの印象は、第5章に集まるのではないでしょうか。
一一一 実は私、この本の書評をすることになったんです。原稿用紙で 3枚半なんですけれ

どね。 r週刊読書芸人」という 書評の新聞に。ほかにも、機会があれば書評をしたいし、知

り合いの人にも勧めて、あちこちで取り上げてもらいたいと思っています。

陳 出版社の人は、本を書いてくれと依頼した時点では、私にこんな本が書けるかどう

か、多分ちっともわからなかったはずです。それなのに、書くように言ってくれたわけで、

私は非常に感動しました。ぜひともいい本にしたいと、一所懸命に書きました。

一一一以前、雑誌のインタヴュ ーで、文草とか、ベトナム(中越)戦争当時の体験を諮っ

ておられましたが、その時、この人 l立、語っても語っても語り切れないほどのことを、き

っとたくさん持っておられるのだろうな、と思いました。今回それが、素晴らしい作品に

なって、私たちにも読める'ようになったということで、感激しています。

たくさん売れるといいですねえ。続きの 5章の原稿を、読ませていただくのが本当に楽

しみです。でも、そろそろ飛行機の時間ですね。

陳 今度、東京へ来て、皆さんとお目にかかり、いろいろお世話になって、ありがとう

ございました。これから、私に書けるようなテーマがあったら、またお願いします。

一一一・ 今日はほんとうに、ありがとうございました。
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